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2015年、日本は戦後70年を迎える。「戦後日本」は、今大きな試練の中にある。

震災・原発事故からの復興、低迷が続く経済、領土問題などで混迷する外交…。 

私たちは、戦後何をめざしてきたのだろうか―。 

政財界から一般市民まで、新たな証言を記録し、廃墟から立ち上がった日本人の

姿を描き、３年にわたって放送する大型企画「日本人は何をめざしてきたのか」。

１月放送の第２シリーズ（全４回）は東北の戦後史を見つめます。 

 

 

 

「日本人は何をめざしてきたのか」第２シリーズ（全４回） 放送予定 

Ｅテレ 平成２６年１月毎週（土） 午後11:00～翌0:29（89分） 

 
第５回「福島・浜通り 原発と生きた町」（仮）…１月４日放送 

 福島県東部の浜通り。原発事故で、今も多くの人々が避難生活

を余儀なくされている。 

東京電力福島第一原子力発電所の敷地には、戦前、陸軍の飛行場

があり、戦後は塩田が開かれた。現金収入の少ない生活は厳しく、

農閑期には多くの人々が出稼ぎに出た。福島県は戦前から只見川

や猪苗代の水力発電によって電気を東京に送る電力供給地だった。

戦後、浜通りの双葉町と大熊町は原発を誘致し、1971年、第一

原発の稼働を迎える。新たな雇用が生まれ、人々は出稼ぎをせずとも暮らせるようになったが、初期

の運転トラブルに対する疑問から反対運動も生まれた。国は1974年電源三法を制定し、巨額の交付金を

配付。町の財政が潤うなかで反対の声も次第に小さくなっていった。 

しかし、1990年代になると、交付金で建てた公共施設の

維持費などで町の財政が悪化。さらなる原発の増設を求め

ていった。 

そして迎えた2011年3月の原発事故－。浜通りの人々は、

今、原発と共に生きてきた戦後をどのように見つめるのか。 
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第６回「三陸・田老 大津波と“万里の長城”」（仮）…１月１１日放送 

「津波太郎」。岩手県宮古市田老（たろう）は、そう

呼ばれる。豊かな漁場にめぐまれた漁業の町は、繰り返し

津波に襲われてきた。昭和8年の大津波では死者911人

―三陸最悪の被災地であった。加えて、幾たびも山津波

や大火に見舞われた。田老の戦後は、自然災害にあらがい、

防災と取り組んでまちをつくりあげてきた歳月でもあった。 

象徴的なのが、防潮堤の建設だ。昭和の大津波の1年

後、村長関口松太郎の奮闘によって始まった大工事は、

やがて県の事業となり、国費もつぎ込まれ、25年をかけて

完成した。それは、波に逆らうことなく、二本の川に津波をそらす構造になっていた。 

しかし、1960年にチリ津波が来ると、国は構造物によって、津波を防ぐという「チリ津波特別措置法」

を制定。田老にも二つ目となる防潮堤が建設される。それは、波に立ち向かい、抱きかかえるような形

だった。こうして、総延長2.4キロ、海面からの高さ10メートルのエックス字型の大防潮堤が完成。

世界に例を見ないコンクリートの威容を、田老の人々は「万里の長城」と誇った。 

しかし、東日本大震災では、二つ目の防潮堤は、津波により根本から壊され、地域に甚大な被害

をもたらした。高さ10メートルの最初の防潮堤は崩壊を免れたものの、「防潮堤の2倍はあった」と

いう津波は乗り越えていった。田老は、200人近い犠牲者を出した。 

田老の人達は、巨大堤防でどのような町作りをめざしてきたのか。番組では防潮堤の建設の経緯

を軸に、つねに自然災害と対峙して生きてきた田老の人たちの営みを証言で見つめていく。 

 
第７回「下北半島 貧困からの脱出」（仮）…１月１８日放送 

かつて青森県下北半島は貧困のどん底に喘いでいた。辛酸を嘗めた戦後開拓。冷害。希望を託した

ビート栽培も自由化で頓挫した。沿岸漁業も規模が零細で、中学生が夜はイカ漁に出るしかない状態

だった。60年代の「むつ製鉄」、70年代の「むつ小川原開発」と工場誘致も相次いで失敗。1960年

代半ばの高校進学率は20%で、若者たちの多くは集団就職で村を離れていった。 

そうした暮らしが変わり始めたのは、1980年代の核燃料サイクル基地の六ヶ所村への誘致だった。

村を二分した激しい対立が繰り返されたが、結果として、原子力マネーは村を変えた。 

いま六ヶ所村は全国でも数少ない地方交付税の未交付団体。若者たちは、希望すれば地元で働く

ことができるようになった。後に続けと、東通村は原発、むつ市は使用済み核燃料の中間貯蔵施設、

大間町はフルMOX原発建設へと舵をとった。下北半島はいまや有数の原子力産業集積地になったので

ある。 

全国でも類を見ないほどの大きな変貌を遂げた下北半島、その戦後史を関係者の証言から綴る。 

 
第８回「山形・高畠 日本一の米作りをめざして」（仮）…１月２５日放送  

有機農業の米作りを中心に独自の道を歩んできた山形県高畠町。戦後の歩みは、猫の目のように

変わる農政のなかで、農家が自立を模索し続けた歴史だった。 

敗戦後の希望に燃えた米増産時代から急転回の「減反」。農業の近代化に伴う「機械貧乏」や

「出稼ぎ」。時代の荒波を乗り越えようと、高畠の青年たちは国が推進する規模拡大の道ではなく、

有機農業へと進んだ。その活動は有吉佐和子の「複合汚染」で紹介され、安全な食を求める都会の

消費者たちとの産直提携が誕生した。しかし、高畠でも農家の高齢化や兼業化が進み、多くの農家

は農薬や化学肥料に頼り、農薬の空中散布が広がっていく。健康被害が明らかになる中、1986年、

その是非を巡って、町を二分する激論が行われた。その後、町は、空中散布の中止へと舵を切る。

そして日本一おいしい米作りをめざしていく。 

いま、ＴＰＰ参加へと向かう中、高畠町でも急速に兼業農家の離農が進み、地域農業崩壊への不安

が広がっている。そんな中、専業農家が力をあわせ、離農する農家の田圃を代わりに耕して、地域

の農業を守ろうという新たな動きも生まれている。時代の激流のなかで、安全でおいしい米作りを

めざして格闘してきた高畠の戦後をみつめる。 


